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昨
年
は
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
地
震
発
生
と

猛
烈
な
台
風
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
や
度
重
な
る
台
風
被

害
を
思
い
だ
さ
せ
る
、
自
然
の
脅
威
を
改
め
て
実

感
し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
災
害
に
対
す
る
減
災
・
防
災
対
策
を
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
、
今
後
も
し
っ
か
り
と

確
実
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
皆
様

並
び
に
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
８
年
目
と
い
う
、

二
期
目
最
後
の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
二
元
代

表
制
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
地
方
自
治
体
の
代
表
と

し
て
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

29
年
度
の
主
要
な
施
策
は
、
「
大
郷
町
総
合
計

画
」
と
「
大
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
い
た
各
種
事
務
事
業
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
『
大
郷
町
総
合
計
画
』
に
基
づ
く
主
要

施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
産
業
の
さ
ら
な
る
振
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興
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
」
の
施
策
と
し
て
、
農
業

の
担
い
手
及
び
農
業
生
産
法
人
等
の
生
産
活
動
を
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
の
政
策

で
あ
り
ま
す
、
農
地
中
間
管
理
事
業
及
び
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
、
本
町
農
業
情
勢
に
応

じ
て
活
用
し
、
更
に
、
町
単
独
で
あ
り
ま
す
農
業

振
興
総
合
補
助
事
業
に
、
新
規
と
し
て
、
集
落
機

能
維
持
及
び
再
生
活
動
事
業
を
加
え
、
機
械
導
入

等
支
援
と
六
次
産
業
化
支
援
事
業
を
併
せ
て
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
一
層
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
に
関
し
て
は
、
改

正
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選
出
方

法
の
変
更
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

等
、
組
織
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
農
地
の
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
更
に
は
、
新

規
参
入
の
促
進
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
農
産
加
工
品
開
発
や
特
産

品
の
販
路
拡
大
・
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
等
を
通
し
て
、
町
と
株
式
会
社
お
お
さ

と
地
域
振
興
公
社
で
連
携
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

商
工
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
く
ろ
か
わ
商

工
会
と
連
携
し
て
、
割
増
商
品
券
発
行
事
業
や
小

規
模
事
業
者
利
子
補
給
事
業
を
継
続
し
て
、
地
元

商
工
業
者
の
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
な
ま
ち
」

の
施
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
関
係
で
は
、
０
歳

か
ら
18
歳
未
満
が
自
由
に
来
館
で
き
る
児
童
の
居

場
所
、
子
育
て
家
庭
の
相
談
や
交
流
の
場
と
し
て
、

児
童
館
が
４
月
１
日
に
開
館
い
た
し
ま
す
。
更
に
、

５
・
６
年
生
も
利
用
可
能
と
な
る
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
併
設
に
よ
り
、
児
童
の
健
全
育
成
の
場

と
し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
保
健
増
進
関
係
で
は
、
生
涯
健

康
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
を
基
本
に
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
・
検

診
の
四
つ
の
柱
を
中
心
に
、
各
種
保
健
事
業
の
推

進
並
び
に
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
の
一
助
と
し

て
自
己
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
社
会
福
祉
関
係

で
は
、
29
年
度
中
に
、
第
三
次
障
害
者
基
本
計
画

・
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
並
び
に
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
七
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
将

来
に
向
け
た
福
祉
計
画
を
し
っ
か
り
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

新
規
に
、
障
害
の
あ
る
児
童
の
自
立
支
援
と
、

日
常
生
活
充
実
の
た
め
の
活
動
や
、
地
域
交
流
機

会
の
提
供
を
行
う
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

施
設
と
し
て
、
旧
粕
川
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
を

「
一
般
社
団
法
人
め
る
く
ま
ー
る
」
に
貸
付
し
、

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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介
護
保
険
関
係
で
は
、
新
規
に
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
で
の
支
え
合
い

や
自
立
支
援
等
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

推
進
し
ま
す
。

　

「
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
で
心
豊
か
な
ま
ち
」

の
施
策
と
し
て
、
学
力
向
上
対
策
を
宮
城
教
育
大

学
と
の
教
育
連
携
を
強
化
し
、
更
に
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
・
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
継
続
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
幼
・
小
・
中
の
国
際
理
解
・
外
国
語

教
育
の
充
実
、
推
進
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、
特

に
幼
稚
園
で
の
英
会
話
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
の
３
歳
児
教
育
を
31
年
度
か
ら

実
施
す
る
た
め
の
体
制
整
備
も
進
め
、
幼
児
期
か

ら
の
教
育
推
進
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
で
は
、
協

働
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
及
び
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業
を
行
い
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
て
教
育
力
向
上
を
図
り
ま
す
。
更
に
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
を
新
規

導
入
し
、
様
々
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案

の
支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
就
学
等
の
町

独
自
支
援
と
し
て
、
奨
学
資
金
貸
付
事
業
を
継
続

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
持
続
的
に
発
展
す
る

ま
ち
」
の
施
策
と
し
て
、
生
活
環
境
基
盤
整
備
事

業
を
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
、
主
要
町
道
の

道
路
網
整
備
や
橋
梁
修
繕
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
策
定
中
の
「
大
郷
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
中
長
期
的
計
画
に
よ
り
各

施
設
等
の
維
持
管
理
・
修
繕
・
更
新
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
、
上
下
水
道
の
整
備
は
、
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業
や
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
更
新
事
業
を
行
い
、
ま
た
、
文
化
会
館
の

外
壁
等
改
修
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
町
の
ご
み

袋
料
金
を
引
下
げ
改
定
し
、
燃
え
る
ご
み
指
定
袋

に
「
大
き
な
サ
イ
ズ
」
を
加
え
、
負
担
軽
減
と
利

便
性
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
『
大
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
』
に
基
づ
く
主
要
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
基
本
目
標
一
の
「
産
業
振
興
に
よ
り
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
」
で

は
、
第
一
に
企
業
誘
致
の
促
進
と
し
て
、
25
年
か

ら
誘
致
活
動
し
て
き
ま
し
た
東
北
放
射
光
施
設
に

つ
き
ま
し
て
、
本
施
設
と
関
連
企
業
の
誘
致
活
動

を
広
範
囲
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業

分
野
の
企
業
や
、
地
域
特
性
に
合
致
し
た
優
良
企

業
の
誘
致
活
動
を
継
続
し
て
進
め
、
第
四
次
大
郷

町
国
土
利
用
計
画
に
基
づ
い
た
、
土
地
利
用
計
画

で
、
新
工
業
団
地
等
の
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

目
標
二
の
「
移
住
・
定
住
の
促
進
等
で
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち

を
創
る
」
で
は
、
空
家
バ
ン
ク
事
業
及
び
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
継
続
し
、
新
規
に
住
宅
取

得
支
援
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
30
年
４
月

に
分
譲
予
定
の
、
高
崎
団
地
の
販
売
宣
伝
活
動
を

29
年
度
か
ら
開
始
し
、
併
せ
て
、
高
崎
団
地
内
に

併
設
す
る
公
営
住
宅
整
備
事
業
も
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
受

入
事
業
を
導
入
し
、
意
欲
あ
る
若
い
人
材
を
活
用

し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

目
標
三
の
「
若
い
世
代
が
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
を
安
心
し
て
で
き
る
ま
ち
を
創
る
」
で
は
、
結

婚
応
援
事
業
、
里
帰
り
妊
婦
健
診
助
成
事
業
、
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
出
産
祝
金
、
育
児
用

品
支
給
事
業
、
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
事

業
、
学
校
給
食
費
助
成
事
業
を
継
続
し
て
行
い
、

更
に
新
規
と
し
て
、
小
学
校
入
学
支
援
事
業
を
行

い
、
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

保
護
者
に
対
し
、
運
動
着
や
赤
白
帽
子
等
の
購
入

費
用
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
並
び
に
議
員
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

３
月
議
会
の
施
政
方
針
よ
り
掲
載

■平成29年度 施 政 方 針
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平
成
29
年
度
の
各
種
会
計
予
算
は
、
「
大
郷

町
総
合
計
画
」
並
び
に
「
大
郷
町
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
い
た
、

「
活
力
が
あ
り
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
、

心
豊
か
で
持
続
的
に
発
展
す
る
大
郷
町
」
の
実

現
に
向
け
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度
比
で
６

億
４
３
４
０
万
円
（
13
・
２
％
）
減
少
し
、
42

億
３
５
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
町
道
や
橋
梁
の
改
良

事
業
、
文
化
会
館
外
壁
等
改
修
工
事
、
町
民
体

育
館
施
設
修
繕
工
事
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
空

き
家
を
含
め
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、

住
宅
取
得
支
援
事
業
、
出
産
祝
金
交
付
事
業
、

す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業
、
特
定
不

妊
治
療
助
成
事
業
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活

用
促
進
事
業
、
毎
年
恒
例
の
夏
ま
つ
り
・
秋
ま

つ
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
住
民
バ
ス

運
行
事
業
、
割
増
商
品
券
発
行
事
業
、
奨
学
資

金
貸
与
事
業
や
学
校
給
食
費
助
成
事
業
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

歳
出
の
内
訳
で
は
、
衛
生
費
で
ゴ
ミ
焼
却
処

理
施
設
の
改
修
に
伴
う
黒
川
地
域
行
政
事
務
組

合
負
担
金
の
増
等
に
よ
り
前
年
度
比
８
３
５
２

万
円
（
19
・
４
％
）
の
増
、
教
育
費
で
社
会
教

育
施
設
の
改
修
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
２
５
４

９
万
円
（
４
・
７
％
）
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
民
生
費
で
、
児
童
館
建
設
完
了
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
２
億
５
１
４
６
万
円
（
19
・
８

％
）
の
減
、
土
木
費
で
は
、
町
道
改
良
工
事
、

町
営
住
宅
並
び
に
宅
地
分
譲
敷
地
造
成
工
事
の

減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
４
億
１
６
６
３
万
円

（
52
・
０
％
）
の
減
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

予
算
の
概
要

予
算
の
概
要

農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
協
力
金
の
減
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
６
７
４
７
万
円
（
19
・
８
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
特
別
会
計
で
す
が
、
介
護
保
険
特
別
会

計
で
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
地
域
支
援
事
業
推

進
経
費
の
増
等
に
よ
り
前
年
度
比
１
・
４
％
の

増
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
12
・
６
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
宅
地
分
譲
事
業
特
別
会
計
で

は
、
宅
地
分
譲
地
造
成
事
業
費
の
減
に
よ
り
前

年
度
比
89
・
１
％
の
減
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化

槽
特
別
会
計
で
は
、
合
併
浄
化
槽
設
置
工
事
等

に
よ
り
前
年
度
比
９
％
の
減
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
は
、
退
職
医
療
被
保
険
者
の
減
等

に
よ
る
医
療
給
付
費
の
減
等
に
よ
り
前
年
度
比

１
・
０
％
の
減
と
な
り
、
全
体
で
１
・
３
％
減

の
24
億
９
２
５
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

大
郷
町
の
予
算

大
郷
町
の
予
算

地方交付税 13億8,000万円

9億8,139万円

繰入金

町税

国庫支出金 2億7,737万円

県支出金 2億3,411万円

町債 2億1,750万円

諸収入 1億4077万円
地方消費税

交付金 1億3,000万円

使用料及び
手数料 7,356万円

その他 2億4,138万円

15億円0 3億円 6億円 9億円 12億円

歳入

その他の内訳

諸収入の内訳
貸付金収入 4,532万円
学校給食費収入 3,453万円
ボートピア事業交付金 2,400万円
場外馬券場所在区市町村交付金 1,800万円
その他雑入 1,892万円

42億3,520万円

ゴルフ場利用税交付金 5,900万円
地方譲与税 4,600万円
繰越金 4,000万円
分担金及び負担金 2,970万円
自動車取得税交付金 1,300万円
財産収入 1,556万円
寄附金　ほか 3,812万円

5億5,912万円

◆教育のさらなる充実で心豊かなまち
　幼稚園、小・中学校スクールバス運行 5,373
　文化会館外壁等改修工事 4,245
　学校給食センター調理・配送業務 1,834
　奨学資金貸与事業 1,392
　学校給食費助成事業 618
◆協働のまちづくりで持続的に発展するまち
　黒川地域行政事務組合負担金 45,404
　下水道・農集排・合併浄化槽・宅地分譲会計繰出
 24,299
　町道・橋梁改良事業 11,893
　住民バス運行事業 5,460
　すこやか子育て、母子・父子家庭医療費助成
 3,668
　夏まつり・秋まつり事業 735
　住宅取得支援事業 150

42億3,520万円42億3,520万円
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一般会計予算額一般会計予算額一般会計予算額
民生費

農林水
産業費

総務費7億2,387万円

衛生費

5億6,916万円

5億1,434万円

公債費4億3,128万円

土木費3億8,392万円

消防費

議会費

2億7,408万円

1億8,451万円

9,596万円

03億円6億円9億円12億円

性質別に見た経費の状況（単位：万円）

義務的経費
181,065

構成比 42.7%

投資的経費
25,696

構成比 6.1%

その他の経費
216,759

構成比 51.2%

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
の
収
支
見
通
し
で
す

が
、
償
却
資
産
の
増
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
等

が
見
込
ま
れ
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度
比
２
４
９

万
円
（
０
・
３
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
道
・
橋
梁
改
良
事
業
に
伴
う
国
庫
支
出
金

や
町
債
な
ど
の
歳
入
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
の
３
億
２
６

４
５
万
円
を
始
め
、
各
種
基
金
か
ら
前
年
度
比
２

４
６
３
万
円
増
の
合
計
５
億
５
９
１
２
万
円
を
取

り
崩
し
、
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。　

　

町
で
は
今
後
も
、
行
財
政
改
革
の
一
層
の
強
化

と
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
歳
出
の

削
減
や
、
企
業
誘
致
等
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保

な
ど
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
と

と
も
に
、
総
合
計
画
並
び
に
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
支
見
通
し

収
支
見
通
し

◆産業のさらなる振興で活力のあるまち
　多面的機能活動組織交付金事業 5,254
　基幹水利施設ストックマネジメント事業 2,998
　農業振興総合補助金事業 1,590
　農地中間管理機構集積協力金事業 1,320
　割増商品券発行事業 240
◆町民が安心して暮らせる健康なまち
　国保、介護保険、後期高齢者会計繰出 22,754
　障害者福祉事業 21,242
　保育園・子育て支援センター運営費 12,065
　後期高齢者広域連合負担金 9,847
　公立黒川病院負担金 6,600
　各種健康診査・検診事業 5,548
　児童館運営費 3,492

平
成
29
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算
単位
（万円）

用語の意味
○普通建設事業費／道路建設工事などの投資的な経費
○物 件 費／物品購入、光熱水費や業務委託料の支払
　　　　　　いなどにあてる経費
○補助費等／各種団体への補助金や黒川地域行政事務
　　　　　　組合への負担金など
○繰 出 金／一定の基準によって、一般会計から特別
　　　　　　会計に支出する経費
○扶 助 費／児童手当や生活保護費等の住民福祉を支
　　　　　　えるための経費
※「その他」には、積立金、貸付金、投資及び出資金、
　予備費が含まれます。     

区　　　分 予　算　額 対前年比
1.0%
7.6%

△22.1%
△10.6%

収　入
支　出
収　入
支　出

2億3,998万円
2億2,561万円
3,070万円
8,305万円

収益的

資本的

水道事業会計

会　計　名 予　算　額 対前年比
△1.0%
1.4%
0.7%
12.6%
△1.7%
△9.0%
△89.1%
△1.3%

10億169万円
10億4,040万円

8,382万円
2億4,142万円
5,659万円
6,176万円
691万円

24億9,259万円

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別合併処理浄化槽特別会計
宅地分譲事業特別会計
　 計 　

特別会計

※歳入歳出は同額です。

3,771万円 その他

歳出

教育費

商工費 2,770万円
災害復旧費 1万円
予備費 1,000万円

その他の内訳

10億2,037万円

物件費
68,033

補助費等
73,370

繰出金
60,264

その他　15,092

人件費
86,647

公債費　43,128

扶助費　51,290

普通建設事業費
25,696

物件費
68,033

補助費等
73,370

繰出金
60,264

その他　15,092

人件費
86,647

公債費　43,128

扶助費　51,290

普通建設事業費
25,696
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　４月１日の人事異動により職
員の配置が次のように変わりま
した。

町　　長：赤　間　正　幸
副 町 長：吉　田　喜久夫
教 育 長：大　友　正　隆

総　務　課　☎359－5500
○議会及び一般行政に関すること
○職員の人事及び給与に関する
　こと
○消防及び防災に関すること等
課　　長：小　畑　正　勝
補　　佐：熱　海　忠　行
補　　佐：伊　藤　義　継
補　　佐：近　藤　真　里
主　　事：小野寺　美　咲
主　　事：金　田　絵里奈
主　　事：松　浦　拓　磨
主　　事：鈴　木　涼　介 
主任業務員：千　葉　なおみ 
運転業務員：吉　田　英　輝 
主　　査：大　友　　　直 

（宮城県地方税滞納整理機構へ派遣）

主　　事：佐　藤　聖　大
（宮城県産業立地推進課へ派遣）

企画財政課　☎359－5501
　　　　　　☎359－5502
○予算、財政に関すること
○公有財産の取得、管理及び処
　分に関すること
○町政の企画に関すること
○広報、統計に関すること
○住民バスに関すること
○都市計画・開発行為に関する
　こと等
課　　長：千　葉　伸　吾
補　　佐：熊　谷　有　司
補　　佐：赤　間　良　悦
係　　長：相　澤　幸　子
係　　長：上　杉　朝　美
係　　長：戸　田　貴　弥
主　　事：櫻　井　龍　太
主　　事：佐　藤　　　将

まちづくり推進課
　　　　　　☎359－5537
○企業誘致及び立地に関すること
○まち・ひと・しごと創生総合
　戦略に関すること
○空き家の利活用に関すること等
課　　長：遠　藤　龍太郎
補　　佐：菅　野　直　人
係　　長：赤　間　悠　太 
主　　事：髙　橋　将　吾 
主　　事：大　宮　かな子 

税　務　課　☎359－5505
○町税及び県民税に関すること
○土地、家屋及び償却資産に関
　すること等
課　　長：武　藤　弘　子 
補　　佐：千　葉　　　昭 
補　　佐：片　倉　　　剛 
係　　長：齋　藤　由美子 
主　　事：千　葉　祐　介 
主　　事：伊　東　史　典 
主　　事：大　友　志　郎 
主　　事：石　川　貴　範 
主　　事：鈴　木　優　輔 

町　民　課　☎359－5504
○戸籍・住民基本台帳に関する
　こと
○国民年金に関すること
○環境衛生に関すること
○国民健康保険に関すること等
課　　長：鎌　田　光　一
補　　佐：太　田　　　匡
係　　長：千　坂　　　翔
係　　長：赤　間　信　之
主　　事：菊　地　　　央
主　　事：髙　田　友　麻
主　　事：平　山　志　保
主　　事：永　井　正　樹
主　　事：高　橋　怜　央
  

保健福祉課　☎359－5507
○母子保健に関すること
○子育て支援に関すること
○健康相談、保健指導に関する
　こと
○老人、社会福祉に関すること
○介護保険に関すること等
課　　長：残　間　俊　典 

補　　佐：鈴　木　美知恵 
補　　佐：小　野　純　一 
主　　幹：古　屋　紀　子 
係　　長：赤　間　由美子 
係　　長：小　松　真由美 
係　　長：緒　方　智　江 
係　　長：小　山　陽　大 
主　　査：鈴　木　美　加 
主　　査：松　田　麻衣子 
主　　事：須　藤　史　絵 
技　　師：髙　橋　佳保里 
主　　事：櫻　田　英　理 
主　　事：佐々木　佳　菜 
技　　師：藤　原　冠　奈 

農政商工課　☎359－5503
○農林業の振興に関すること
○商工業の振興に関すること
○観光、特産振興に関すること等
課　　長：伊　藤　長　治 
補　　佐：内　海　郁　雄 
補　　佐：高　橋　　　優 
係　　長：千　葉　真　弓 
係　　長：本　間　文　二 
主　　事：高　橋　祐　太 
主　　事：櫻　井　友　彰 
主　　事：牛　尾　卓　人
  

地域整備課　☎359－5508
　　　　　　☎359－5509
　　　　　　☎359－5516
○道路、橋梁及び河川の維持管
　理に関すること
○町営住宅に関すること
○上・下水道に関すること等
課　　長：三　浦　　　光 
補　　佐：角　田　倫　明 
補　　佐：片　倉　圭　子 
補　　佐：武　藤　亨　介 
係　　長：遠　藤　歩　未 
係　　長：早　坂　　　浩 
主　　査：瀬　戸　秀　和 
技　　師：小　林　紘　太 
主　　事：鎌　田　侑　希 
技　　師：小　松　泰　裕 

人 事 異 動人 事 異 動
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会　計　課　☎359－5506
○現金等出納保管に関すること
○決算の調整に関すること等 
会計管理者：浅　野　辰　夫
補　　佐：齋　藤　正　智 
主　　幹：鎌　田　真　美  

教　育　課（教育委員会）
　　　　　　☎359－5514
○教育行政に関する企画及び調
　整に関すること
○教育委員会所管の学校その他
　の教育機関の設置、管理及び
　廃止に関すること等
課　　長：斎　藤　雅　彦 
補　　佐：可　沼　　　健 
補　　佐：赤　間　美由紀 
主　　事：松　木　　　圭  
 

中央公民館　☎359－5515
○各種学級及び趣味の教室の企
　画・運営に関すること
○図書の管理に関すること等 
館　　長：遠　藤　　　努 
副 館 長：斎　藤　聡　子 
主任業務員：宮　崎　久美子 

乳幼児総合教育施設
　　　　　　☎359－8288
○幼稚園、保育園、子育て支援
　センターの管理及び設置に関
　すること等
施 設 長：関　　　一　男 
事 務 長：菅　原　真　紀 
副 参 事：片　倉　実　保 
主任業務員：鈴　木　　　勝 

大郷幼稚園
園　　長：関　　　一　男 
副 園 長：村　山　あや子 
教　　諭：鈴　木　昭　子 
教　　諭：水　上　真知子 
教　　諭：髙　橋　裕美子 
教　　諭：菊　地　奏　子
教　　諭：斎　藤　綾　美 
教　　諭：山　口　有希子 
教　　諭：関　川　昌　代 
教　　諭：菅　野　　　結
主任業務員：佐々木　玲　子 
 

学　　　校
大郷小学校　☎359－2003
業 務 員：鈴　木　澄　江
大郷中学校　☎359－2042
業 務 員：千　葉　公　子

学校給食センター
　　　　　　☎359－2552
○学校給食の実施に関すること等
所　　長：斎　藤　雅　彦 
事 務 長：森　　　篤　子 

議会事務局　☎359－5513
○本会議、委員会及び全員協議
　会に関すること
○監査に関すること等
局　　長：櫻　井　真　江 
次　　長：千　葉　恭　啓 
書　　記：上　野　亮　太  
 

農業委員会　☎359－5517
○農地に関すること

○農業者年金に関すること等 
事務局長：伊　藤　長　治 
次　　長：田　口　敦　範 
主　　事：伊　藤　夏　海

Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　　　☎359－2982
○社会教育の振興に関すること
○生涯学習の振興に関しての施
　策の企画及び調整に関するこ
　と等
○社会体育の普及及び振興に関
　すること等
所　　長：斎　藤　雅　彦 
補　　佐：布施谷　忠　夫 
係　　長：千　葉　和　俊 
係　　長：大　友　　　豪 
主　　事：倉　ノ　　　翔 
主　　事：鈴　木　　　熙 
主　　事：門　間　瑛　司
主任運転業務員：早　坂　孝　志

  
退　職　者（　）は前職
平成29年３月31日付
熊　谷　智　子（会計管理者兼会計課長）
宮　本　輝　美（町民課参事）
大　里　梨　恵（保健福祉課技師）
三　浦　健　太（町民課主事）
鈴　木　澄　江（大郷小学校業務員　※再任用）
平成29年２月28日付
高　橋　正　人（保健福祉課参事）
高　橋　由　美（企画財政課補佐）
平成28年12月31日付
遠　藤　直　美（教育課補佐）

鎌
　
田
　
侑
　
希

（
地
域
整
備
課
） 新規

採用

小
　
松
　
泰
　
裕

（
地
域
整
備
課
） 新規

採用

鈴
　
木
　
優
　
輔

（
税
務
課
） 新規

採用

櫻
　
井
　
友
　
彰

（
農
政
商
工
課
） 新規

採用

佐
　
藤
　
　
　
将

（
企
画
財
政
課
） 新規

採用

鈴
　
木
　
涼
　
介

（
総
務
課
） 新規

採用

藤
　
原
　
冠
　
奈

（
保
健
福
祉
課
） 新規

採用

牛
　
尾
　
卓
　
人

（
農
政
商
工
課
） 新規

採用

永
　
井
　
正
　
樹

（
町
民
課
） 新規

採用

高
　
橋
　
怜
　
央

（
町
民
課
） 新規

採用
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道の駅
イベント
情報

道の駅
イベント
情報

「
第
12
回

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ

　

in
道
の
駅
お
お
さ
と
」
開
催
！

　

今
年
も
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
　
時
／ 

５
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　

完
売
次
第
終
了

問　
道
の
駅
お
お
さ
と

　
　

（
㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
９
ー
２
６
７
５

　地区担当員制度は、町民の皆さんと役場職
員が一体となってまちづくりを考え、町政に
反映していくものです。
　各地区からのご意見やご要望は、早期対応
に努めておりますが、課題解決までの問題点
をご理解いただき、地区内で対応していただ
けるものについては、ご協力をお願いいたし
ます。
　平成28年度に各地区からいただいたご意
見・ご要望事項をお知らせします。
　これからも貴重なご意見をお願いします。
※意見・要望等の詳細は、町のホームページ
でご覧ください。

皆さんと身近なまちづくり

平成28年度　地区担当員活動報告
意見・要望事項 件数

防犯灯・街路灯設置について
道路・河川等維持（管理体制含む）について
消防・防災設備について
水路・側溝整備・補修について
交通安全対策について
環境衛生について
公共施設について
台風被害について
その他

14
32
3
25
2
1
2
3
8
90合　　　計

　町が造成する高崎団地分譲地または民間事業者が造成する民間分譲地を取得し、２年以内に住宅の建
築をする方、または建売住宅を購入する方で、18歳未満の扶養親族が同居する子育て世代の方を対象に
住宅取得支援事業補助金を交付します。

※町内建築業者加算の対象となるのは事前に町長の指定を受けた町内建築業者により建築された新築住
　宅または建売住宅を取得した場合に限ります。

申・問　まちづくり推進課　☎359－5537

住宅取得支援事業補助金

対　象 高崎団地分譲地 民間分譲地

分　譲　地 大郷町が鶉崎地区に造成する20区画の
分譲地（平成30年４月分譲開始予定）

宅地分譲を目的として町内に１か所５
区画以上の区画整理を完了し、町長の
指定を受けた分譲地

補　助　金
30万円 20万円

町内建築業者加算　　30万円
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　昨年11月に行われた宮城県中学校新人卓
球大会で、団体戦優勝を果たした大郷中学
校・女子卓球部が、３月26～27日に山形県
天童市で行われた、第18回全国中学選抜卓
球大会に出場しました。
　第１ステージでは３チームリーグ戦で、
惜しくも３位。第２ステージの３位トーナ
メントでは、１回戦３－２で勝利。２回戦
は１－３で敗れてしまいましたが、全国の
舞台で堂々と戦った大郷中学校・女子卓球
部。中学校総合体育大会での活躍が期待さ
れます。

全国大会出場大郷中・
女子卓球部 全国大会出場全国大会出場

３月22日に行われた激励会の様子

　工業統計調査は我が国の工業の実態を
明らかにすることを目的とした統計法に
基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興な
どの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は平成29年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

平成29年
工業統計調査を実施します

経済産業省・宮城県・大郷町

工業統計
キャラクター
コウちゃん

　町では毎年、感染症の予防・流行防止のため、各
行政区の環境衛生組合を通じ衛生害虫駆除のため薬
剤の散布を実施しています。
　散布時期は５・７・９月の第３日曜日を目安とし
ていますが、行政区毎に異なる場合があります。
　なお、平成27年度から薬剤の成分は環境負荷及び
安全性を考慮した薬剤になっています。
　薬剤の散布につきましては、皆様のご理解をいた
だきますよう、よろしくお願い申し上げます。

問　町民課　☎359－5504

防疫薬剤散布についてのお知らせ

　地域農業の担い手として農事組合法人を設立、
祝賀会が開催されました。

農事組合法人　大松沢やたてを設立！

　現在、合併処理浄化槽設置の申請を受け付け
ています。合併処理浄化槽の設置を希望される
方は、地域整備課までお申し込みください。

申・問　地域整備課　☎359－5508

合併処理浄化槽設置申請受付中

対　　象
　地球温暖化や生物多様性の保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者団体等（法人含む）
対象要件
　次のすべてを満たすもの
　　①販売を目的として生産を行っていること
　　②エコファーマーの認定を受けていること（特例措置有り）
　　③農業環境規範に基づく点検を行っていること
申請期限：６月20日（火）
※初めて申請する場合は5年間の事業計画、営農活動計画書等の提出が必要になります。
※詳しくは、農政商工課にお問い合わせください。

申・問　農政商工課　359－5503

環境保全型農業直接支払交付金事業について
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国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す

る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年

所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

　
１
１
８
万
円+

（
扶
養
親
族

　
等
の
数×

38
万
円
）

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問町
民
課

　
　
　

☎
３
５
９
ー
５
５
０
４

仙
台
北
年
金
事
務
所

　
　
　

☎
２
２
４
ー
０
８
９
７

　

平
成
28
年
度
に
保
険
料
納
付

を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
29
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎

年
金
番
号
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
平
成
29
年
度

の
申
請
が
で
き
ま
す
。
（
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で

す
。
）

　

な
お
、
平
成
29
年
度
は
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
、

役
場
町
民
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
　

所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業

等
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免

　
除
）
申
請

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
や
、
失
業
等
の
事

由
が
あ
る
場
合
に
、
保
険
料
が

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※

付
加
年
金
、
ま
た
は
国
民
年

　

金
基
金
に
加
入
中
の
場
合
、

　

免
除
等
が
承
認
さ
れ
る
と
脱

　

退
と
な
り
ま
す
。

過
去
に
却
下
と
な
っ
た
期
間
も

申
請
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

免
除
が
却
下
さ
れ
た
あ
と
に

世
帯
主
を
変
更
し
た
場
合
や
、

失
業
等
の
事
由
で
免
除
等
を
申

請
し
た
際
、
添
付
書
類
が
遅
れ

た
等
に
よ
り
特
例
免
除
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
、

免
除
が
却
下
と
な
っ
た
後
に
、

税
の
修
正
申
告
（
申
告
）
に
よ

り
、
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
世

帯
主
の
所
得
が
変
わ
っ
た
（
確

定
し
た
）
場
合
は
免
除
申
請
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
方
は
申
請
を
す
る
こ

と
で
、
再
度
審
査
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
の
で
年
金
事
務
所
、
役

場
町
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申

請
が
で
き
ま
す

　

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
、

過
去
２
年
（
申
請
月
の
２
年
１

ケ
月
前
の
月
分
）
ま
で
遡
っ
て

免
除
を
申
請
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と

万
一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る
　　　　年金額が以下のとおりとなります。
　　　　（平成21年４月以降の免除期間）
　　　　　○全額免除の場合・・・・・２分の１
　　　　　○４分の３免除の場合・・・８分の５
　　　　　○半額免除の場合・・・・・４分の３
　　　　　○４分の１免除の場合・・・８分の７
（注２）一般免除については、減額された保険料
　　　　を納めないと、「未納」と同等の扱いと
　　　　なります。

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

老齢・障害
・遺族基礎
年金の受給
資格期間

納　　付 全額免除 一部免除 納付猶予
（学生納付特例） 未　　納

含まれる 含まれる 含まれる
（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年
金額の計算 含まれる 含まれる

（注１）
含まれる
（注１、２） 含まれない 含まれない
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　国際社会に目を向けた青少年の育成や国際交流を推進するため、下記の国際交流事業の参加者を募集
します。
　この事業は、おひとりで参加する方が７割以上を占め、初めて海外に行かれる方も多いのですが、安
心してご参加いただけます。
　また、夏休み期間中の国内での国際交流事業参加者も今後募集する予定です。

　町で上記事業の参加費の一部を助成します。助成を希望される場合は、下記によりお申し込みくださ
い。
助成対象者
　次の①～④のすべてを満たす者
　　①上記国際交流事業参加者
　　②町内在住者
　　③町税を滞納していない世帯
　　④交付決定後、５年以上在住が見込める者
助 成 額：１人あたり参加費の1/2以内
申込期限：５月26日（金）
※参加費助成の申込み様式は町のホームページから
　ダウンロードするか企画財政課で配布しています。
※申込み受付終了後、国際交流選定委員会において
　補助金交付の可否を決定します。

国際交流事業参加者募集国際交流事業参加者募集

参加費用の一部を助成します

申・問　企画財政課　☎359－5502

事　業　名

場　　　所

日　　　程

参加申込先

申 込 期 限

説　明　会

対　象　者

参　加　費
（予定）

サイパン南の島体験ホームステイ

北マリアナ諸島　サイパン島

７月27日（木）～８月３日（木）の８日間

公益財団法人国際青少年研修協会
電話03－6417－9721　　ホームページhttp://www.kskk.or.jp

５月13日（土）

日　時：５月20日（土）　10：00～11：30
場　所：仙台市情報・産業プラザ（仙台市青葉区中央１－３－１）
※入場無料・予約不要

小学３年生～中学３年生

11歳以下248,000円　12歳以上270,000円

　町では、婚活支援として、男女に出会いの場を提供する「婚活イベント」や「結婚相談サービス」を
利用される方に対し、参加経費の一部を助成します。お気軽にご相談ください。
対 象 者：次のすべてに該当する者
　　　　　①町内に１年以上住所を有する20歳以上の独身者の方
　　　　　②世帯員全員に町税の滞納がない方
対象事業：①みやぎ青年婚活サポートセンターが実施する婚姻相談サービス事業
　　　　　②結婚相手を紹介する業務を営む者が実施する婚姻相談サービス事業
助 成 額：申請１回あたり5,000円（かかった経費が5,000円未満のものについてはその金額）

　　 申・問　農業委員会　☎359－5517

婚活支援を行います
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企画財政課 359－5502
E-mail kikaku@town.miyagi-osato.lg.jp

インターネット上の危険を防ぎます

赤間町長へ手渡されました赤間町長へ手渡されました

　　　　　　インターネット上のいじめ等の被害・
加害を防ぐために、大郷中学校生徒会とＰＴＡが
「フィルタリング100％親子宣言」をしました。
　生徒会は「ＳＮＳを正しく使用する宣言」として、
フィルタリング済みのＳＮＳを利用するなど、安全
にインターネットを使用することを宣言し、ＰＴＡ
は「フィルタリング100％宣言」として、子どもた
ちをネットによるいじめや犯罪から守るため、フィ
ルタリングすることや正しい使い方を子どもと話し
合うことなどを宣言しました。

３月15日

生徒会による宣言生徒会による宣言

　　　　　　トヨタ自動車東日本株式会社様より大
郷小学校の新入生に交通安全の定規が寄贈されまし
た。
　定規には「ヘルメットをかぶろう」、「交差点で
は一時停止」などの自転車の交通ルールや道路標識
などが子どもたちが覚えやすいようにイラストで記
されています。
　交通事故に遭わないように、交通ルールを守り、
気をつけて通学しましょう。

新入生へ交通安全定規寄贈
３月15日

避難所にLPガスの安定供給

きれいな仕上がりを目指してきれいな仕上がりを目指して

　　　　　　一般社団法人宮城県ＬＰガス協会、く
ろしおＬＰガス協議会と町との災害時におけるＬＰ
ガスの供給等に関する協定締結式が行われました。
　この協定は、災害が発生した際に、優先的に避難
所等にＬＰガスを供給していただくものです。
　赤間町長は「災害がいつ起きてもおかしくない状
況にある。町民へ安心を与えられる協定だ」と感謝
の意を述べました。

３月16日

協定が締結されました協定が締結されました

　　　　　　シルバー人材センターの剪定講習会が
大郷中学校で行われました。
　参加した会員は、木や枝の種類によって道具を使
いわけ、剪定を行いました。伸びきった枝を思いき
って切ることや、遠くから木を眺めて丸くなるよう
に整えることなどのポイントを教わりながら剪定作
業を進めました。
　手際のよい作業の結果、およそ２時間で中学校の
校庭がきれいになりました。

剪定講習会が行われました
３月21日

せん てい
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　　　　　　みやぎ建設総合センターと宮城県が主
催して行われた、スモリ工業たのしいおうちづくり
の学校見学会に多くの親子が参加しました。
　見学会では、スモリ工業の職人さんに指導しても
らいながら、各教室で塗り壁やレンガタイル張りな
どを体験しました。普段ふれることのできない体験
に子どもたちは夢中で取り組んでいました。
　ほかにも屋根づくりや釘打ちなど10種類の体験を
通して、親子で家づくりの楽しさを体感しました。

おうちづくりを体験
３月26日

職人さんにコツを教えてもらいながら職人さんにコツを教えてもらいながら

　　　　　　高齢者地域見守りの取組みに関する協
定をあさひな農業協同組合と締結しました。
　この取組みは、あさひな農業協同組合の職員が高
齢者のお宅を訪問したときや店舗窓口において異変
を発見した場合、町へ連絡をいただくものです。
　本町は高齢者が増加していますが、高齢者が安心
した生活が送れるよう、見守り活動が行われます。

安心して暮らせるように
３月28日

高齢者を見守ります高齢者を見守ります

　　　　　　スモリ工業株式会社と災害時における
物資供給、被災者支援に関する協定を締結しました。
　この協定は、地震などの災害により町内で重大な
被害が発生した場合に、日用品や電気、燃料などの
物資援助や避難住民・要援護者受け入れなどの被災
者支援をしていただくものです。
　赤間町長は「町民の安心安全のため、素晴らしい
協定を結んでいただけた」と述べました。

もしもの災害に備えて
３月22日

　　　　　　大郷小学校６年生（平成28年度卒）が
総合学習で「町づくり提言書」を作成し、赤間町長
へ提出しました。
　「大郷町を元気にしよう ～つながりを作り、主
体者として参加する～」をテーマに、町の特産物な
どの魅力をのばすプランや自分たちが通った大郷小
学校をよりよくして町の活性化につなげるプランな
どを考えました。児童は「これからの大郷町のため、
同級生みんなで頑張って作りました、よろしくお願
いします」と町長へ手渡しました。

大郷町への思いを提言書に託して
３月29日

町を想う心がたくさんつまっています町を想う心がたくさんつまっています

安心安全のために安心安全のために



14平成29年５月１日

申し込み先  問 問い合わせ先  申・問 申し込み・問い合わせ先  場・問 場所・問い合わせ先申 場所場

いきいき

健康家族
いきいき

健康家族

問　保健福祉課
　　☎359－5507

いきいき

健康家族

母子健康手帳交付の
お知らせ

母子健康手帳交付の
お知らせ

　安全・安心に出産・育児ができ
るように、手帳交付時に保健師・
栄養士の個別面談を行っています
ので、事前に電話連絡をお願いし
ます。
交付日時（予約制）
　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　午前８時30分～午後５時
（第１・3月曜日は午後6時30分まで）
所要時間：30分程度
場　　所：保健福祉課

場　　所：保健センター　　　　
受付時間：午後０時30分～０時45分
【１歳６か月児健診】
日　　時：５月25日（木）
対　　象：平成27年８月～９月生まれ
持 ち 物：母子手帳、問診票

　夜間のお子さんの急な発熱やケガな
どの対処方法について、看護師が電話
での相談に応じます。
○プッシュ回線の固定電話、携帯電話
　からは＃8000
○上記以外からは☎022－212－9390
○毎日午後７時から翌朝午前８時まで
　受付しています。

乳幼児健診
日程
乳幼児健診
日程
乳幼児健診
日程

宮城県こども夜間
安心コール
宮城県こども夜間
安心コール
宮城県こども夜間
安心コール

　町では、脳血管疾患等の早期発見のため、脳健診料金の一
部助成を実施しています。
　脳梗塞や脳出血などは、命の危険に関わる重大な病気です。
また、麻痺や言語障害などの重い後遺症を残すことも多くあ
ります。
　この機会に脳健診を受けてみませんか。
◎対 象 者：40歳以上の方
　　　　　　（昭和53年３月31日以前に生まれた方）
◎健診期間：平成29年５月１日（月）～平成30年１月31日（水）
◎助成金額：健診料金の１／２（助成額上限　10,000円）
◎申込方法：健診期間内に印鑑を持参の上、保健福祉課で申
　　　　　　し込みをしてください。

　胃がん検診の申込みをされた方に４月下旬に受診票を送付
しています。受診票をご確認の上、忘れずに検診を受けまし
ょう。
対象者：35歳以上の方（平成30年３月31日現在）

※平成29年２月以降に転入された方で、検診を希望される方
　は、保健福祉課までお問い合わせください。
【がん検診を受けると こんないいことがあります】
　　　①救命の効果あり！！
　　　②早期のがんを発見できる！！
　　　③がん以外の病気も発見できる！！
　がん検診の最大のメリットは、早期発見・早期治療により、
がんによる死亡率を低下させることです。
　また、早期のがんであれば治せる可能性も高く、治療も軽
くなるので、身体的負担・経済的負担や治療時間が少なくて
すみます。

脳健診料金の一部を助成します脳健診料金の一部を助成します脳健診料金の一部を助成します

胃がん検診のお知らせ

日本人の２人に１人が『がん』にかかり、３人に
１人が『がん』で亡くなる時代です。

～定期的にがん検診を受けましょう！！～

実施月日 受付時間 会　場 対象地区

午前７時
　～９時

大松沢
社会教育
センター

保健
センター

５月９日（火） 石原・成田川・
上郷・上村・上町

５月11日（木） 長崎・丸山・
中粕川

５月12日（金） 不来内・東成田・
鶉崎・土橋

５月13日（土） 中村
５月15日（月） 味明・川内
５月16日（火） 羽生・山崎

５月10日（水）
木ノ崎・土手崎・
下町・吉ヶ沢・
貝柄塚
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いきいき健康家族

健康おおさと21プラン通信 ～栄養・食生活編～第2期 １
　町では『健康寿命の延伸』と『生活の質の向上』を基本目標にし、さまざまな取り組みを行っていま
す。加えて、健康づくりを推進するためには、町民の皆さん一人ひとりができることから取り組むこと
が大切です。今月号より、『健康で元気に生活を送るためのポイント』をご紹介します。

　宮城県は沖縄県・福島県に次いでメタボ全国ワースト３位で県民の３人に１人がメタボと言われてお
り、改善が必要な状況と言われています。それでは、大郷町の状況はどうでしょうか…

　以前に比べると、数字が下がってきていますが、安心できる状況ではありません。メタボ予防・解消
のためには、栄養バランスのとれた食事と運動の実践が重要で、内臓脂肪をためない生活を送ることが
大切です。

　黒川地域内の定期予防接種実施医療機関は下記のとおりです。実施日が限られていたり予約の必要な
場合がありますので、事前に必ず医療機関にお問い合わせください。
　なお、黒川地域以外の実施医療機関については、保健福祉課にお問い合わせください。

栄養・食生活 スローガン
○自分の適性体重について把握しましょう。　　　○夕食後の飲食はやめましょう。
○薄味でおいしく食べる習慣をつくりましょう。　○野菜料理を１日５皿食べましょう。
○子どもの頃から健康な食生活を身につけましょう。

平成27年度国民健康保険特定健診結果より（県内35市町村）

男　性
ワースト14位

女　性
ワースト８位

総　計
ワースト10位

BMIを計算してみましょう!!
体重（㎏）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ））＝ＢＭＩ値
例）身長170㎝で体重75㎏の方であれば、
　　75÷（1.7×1.7）＝25.95となります。
肥満はもちろんのこと、やせすぎもよくありませんので、注意しましょう。

18.5未満

や　せ

18.5～25未満

普　通

25以上

肥　満

平成29年度定期予防接種実施医療機関（乳幼児・児童生徒）のお知らせ

※１：Ｂ型肝炎を除く　※２：二種混合（ジフテリア・破傷風）と日本脳炎（小学生以上）のみ　※３：日本脳炎（13歳以上）のみ

平成29年４月１日現在

医療機関名 住　所 電話番号 BCG

公立黒川病院

大和クリニック

田山小児科医院

深見内科循環器内科医院

吉岡QQクリニック

明石台レディースクリニック

いとうクリニック

大清水内科クリニック

富谷医院

ちば小児科医院

のりこ小児科

コミュニティクリニック上桜木

明石台こどもクリニック

明石台内科

大和町吉岡

大和町まいの

大和町吉岡

大和町吉岡

大和町吉田

富谷市明石台

富谷市成田

富谷市大清水

富谷市ひより台

富谷市富谷

富谷市日吉台

富谷市上桜木

富谷市明石台

富谷市明石台

345－3101

345－3411

345－0738

345－3693

345－9901

772－8188

348－3051

346－0482

358－2872

358－0601

358－1212

358－1976

725－8815

772－5555

○

×

○

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○※1

○

○※2

○※3

○

○

○

○

○

○

○

○

○※1

ヒブ、小児肺炎球菌、水痘、四種混合、
二種混合（ジフテリア・破傷風）、B型肝
炎、麻しん風しん、ポリオ、日本脳炎
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電話番号住 所当 番 医月 日

※休日の診療時間は午前９時～午後５時です。ただし、急病患者数が
　過多となった場合、早期に受付を終了する場合があります。
※公立黒川病院（☎345-3101）で、夜間・休日救急診療を希望さ
　れる場合は、電話でお問い合わせください。

休日当番医

５月３日 瀬戸医院 大和町吉岡 ☎345-2630
　　４日 やすこ女性クリニック 富谷市明石台 ☎351-6503
　　５日 大富胃腸科内科 富谷市日吉台 ☎358-9110
　　７日 大清水内科クリニック 富谷市大清水 ☎346-0482
　 14日 ほそごえ整形外科 大和町吉田 ☎725-4645
　 21日 富谷ファミリーメンタルクリニック 富谷市上桜木 ☎725-4156
　 28日 明石台こどもクリニック 富谷市明石台 ☎725-8815

いきいき健康家族

　健康について心配・不安なことが
ある方、お気軽にご相談ください。
日　時：５月８日（月）
　　　　午前９時30分～11時
※事前に電話でご連絡ください。
問　保健福祉課　☎359－5507

健 康 相 談健 康 相 談

日　時：５月17日（水）
　　　　午前９時30分～11時
場　所：保健センター
対　象：０歳～小学校入学前の
　　　　お子さんと保護者
内　容：育児相談・自由遊び等
問　保健福祉課　☎359－5507

おやこのへやおやこのへや

　就学前のお子さんで、ことばの発
達の遅れや落ち着きがないなど、精
神発達面で心配な方は、臨床発達心
理士が相談に応じます。（予約制）
申　保健福祉課　☎359－5507

のびのび相談のびのび相談

日　時：５月９日（火）・17日（水）
　　　　午後１時～４時30分
※日時変更の場合があるため要電話予約
場・申　塩釜保健所母子・障害第二班
　　　　　　　　　☎365－3153

ひきこもり・思春期こころの相談ひきこもり・思春期こころの相談

日　時：５月11日（木）・25日（木）
　　　　午前10時～11時
　　　　（検査前日まで要予約）
検査料：原則無料
申・問　塩釜保健所黒川支所
　　　　　　　　　　☎358－1111

ＨＩＶ抗体検査・クラミジア抗体
検査・肝炎検査・骨髄バンク登録
ＨＩＶ抗体検査・クラミジア抗体
検査・肝炎検査・骨髄バンク登録

【作り方】
①ボウルに中力粉、塩、ベ
　ーキングパウダーを入れ
　て泡立て器で混ぜる。
②①に水とオリーブオイル
　を入れてひとまとまりに
　なるまでこねる。まとま
　ったら、ラップで包み冷
　蔵庫で30分ねかせる。
③生地をねかせている間に具材の準備をする。
　ゆでたほうれん草は２㎝長さに切り、玉ねぎは薄くスライスし、
　しめじは小房に分ける。                   
　ゆでたたけのこは短冊切り、ウインナーは薄くスライスし、オ
　ーブンは200℃に予熱しておく。
④ねかせた生地を麺棒で薄く伸ばし、クッキングシートをしいた
　天板にのせ、その上にピザソースと具、チーズを乗せて、200
　℃のオーブンで15～20分程度焼く。
※季節によって具材を変え、お好みの材料で作ってみてください。

食生活改善推進員会一口メモ

材料（直径18㎝×２枚分）
　　・中力粉　　　　　　200g ・たけのこ　　　100g
　　・塩　　　　　　　　　２g ・ほうれん草　　1/2袋
　　・ベーキングパウダー　６g ・たまねぎ　　　1/2個
　　・水　　　　　　　　90ml ・しめじ　　　　1/2株
　　・オリーブオイル　大さじ２ ・ウインナー　　 60g
・ピザ用ソース　　　　　　90g　　
・ピザ用チーズ　　　　　　80g　　

一人分
栄養価

エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
270kｃａｌ 9.5ｇ 11.9ｇ 1.3ｇ

みんなで作って　みんなで食べよう！

簡単手作りピザ

ピ
ザ
生
地

日　　時：５月13日（土）
　　　　　午後２時～４時
場　　所：塩竈市民交流センター
申 込 先：宮城県女医会女性の健
　　　　　康相談室
　　　　　090－5840－1993
受付時間：平日
　　　　　午前９時～午後５時

女性医師による
　　女性の健康相談
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子育て支援センターより子育て支援センターより子育て支援センターより

※上記の子育てサークルは登録制となりますので、申し込みを行ってください。
　電話での受付は行いませんので、子育て支援センターまで直接お越しください。定員になり
　次第、受付を終了とさせていただきます。 申・問　子育て支援センター　☎359－5755

２歳児サークル　ビッグアップル
　　　「ママ、一緒にあそぼう！」

● 平成29年度子育てサークル会員を募集します ●
サークル名

平成28年４月～平成29年生まれ

平成27年４月～平成28年３月生まれ

平成26年４月～平成27年３月生まれ

平成25年４月～平成26年３月生まれ

３歳から

20組

20組

20組

20組

15組

月1～2回

月1～2回

月1～2回

月1～2回

月1回

対象年齢 募集組数 回数
リトルアップル

チェリーキッズ

ビッグアップル

な か よ し

作って遊ぼう

○自由来園　平　日　午前10時～11時30分　午後１時～４時30分
　　　　　　土曜日　午前10時～11時30分
○おしゃべりマミィ（どなたでも自由に参加できます）
　日　時：５月８日（月）・６月１日（木）　午前９時30分～11時30分
　内　容：お子さんを遊ばせながら、保護者同士おしゃべりを楽し
　　　　　んだり、お友達と一緒に遊んだりできます。
○遊びの会のお知らせ　「親子クッキング」
　日　時：５月26日（金）　午前10時～11時30分
　場　所：子育て支援センター　　内　容：親子で簡単なおやつを作ろう
　持ち物：エプロン・三角巾（親子）、水分補給用の飲み物、おしぼり
　定　員：15組（定員になり次第締め切ります）
　※参加希望の方は、電話または支援センターで直接お申し込みください。
○遊びの出前のおしらせ
　日　時：５月19日（金）　午前10時～11時　　場　所：下町分館（大松沢地区）
　内　容：保育士がおもちゃをもって遊びに行きます。おもちゃで遊んだり、お友だちと一緒
　　　　　に遊んだりできます。親子で気軽に遊びに来てください。

サークルってなあに？
　同じ年齢のお友だち
と一緒に親子遊びや体
操、季節の行事、制作
遊びなどを楽しんだり、
園庭やお部屋で親子で
たくさん遊びます。
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　読み聞かせサークル「どんぐりの会」のみなさんや職員に
よる、絵本や紙芝居の読み聞かせや手遊び、お話クイズなど
を行ないます。お子さまたちの参加をお待ちしています。
　みんなで楽しい時間を過ごしましょう。
日　時：５月13日（土）
　　　　午前10時～
場　所：中央公民館　
対　象：乳幼児～高齢者
※事前の申し込みは不要です。
開始時間までに、中央公民館
へお越しください。
≪お知らせ≫
　子ども読書週間の推進として、５月13日（土）まで、町内に
居住する幼児・児童の皆さんには、一人５冊まで本を貸し出
しいたします。どうぞ、ご利用ください。

問　中央公民館　☎359－5515

たの はなしかい

中央公民館「子ども読書の日」特別企画
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募
集 普通救命講習会受講者

日　　時：５月25日（木）
　　　午後６時30分～９時30分
場　　所：富谷消防署
講習内容：ＡＥＤを用いた普通
　　　救命講習（修了証あり）
募集人数：10名以内（先着順）
※応募多数の場合は次回以降の
　受講、応募少数の場合は開催
　を中止することがあります。
申込締切：５月18日（木）
申・問　消防本部警防課
　　　　救急担当　☎345－6888

月 火
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★JRA開催日５　月　開　催　日　程　表

オフト大郷・ボートピア大郷の売上額の一部が
環境整備協力費として町に交付されています

問　オフト大郷　☎359－2464　　問　ボートピア大郷　☎347－6277

発生件数
死 者 数
負傷者数

21
0
31

平成28年
平成29年

3
0
4

1～2月 ３月
1
0
1

■町内の交通事故発生件数【人身事故】

侵 入 盗
車上ねらい
乗 物 盗
そ の 他

5
3
1
19

平成28年
平成29年

0
0
0
2

1～2月 ３月
0
0
0
2

■町内の犯罪発生件数

問　大和警察署　☎345－0101

問　消防本部警防課 ☎345－6888

建 　 物
林 　 野
車 　 両
そ の 他

平成29年

0
1
0
1

累計 ３月
0
1
0
1

平成28年

2
0
0
4

累計 ３月
0
0
0
4

■町内の火災発生件数

大和警察署から暮らし

黒川消防署から暮らし

急　　病
交通事故
一般負傷
そ の 他

平成29年

86
2
12
12

累計 ３月
30
0
5
9

平成28年

69
6
15
10

累計 ３月
22
2
4
3

■町内の救急出動件数

オフト大郷
（競馬）

ボートピア
大郷
（競艇）

日
曜日

 申 申し込み先  問 問い合わせ先  申・問 申し込み・問い合わせ先  場・問 場所・問い合わせ先

一般戦
（多摩川）

★ ★大井ナイター 川崎ナイター

Ｇ３
（大村）

Ｇ３
（鳴門）

一般戦
（平和島）

一般戦
（鳴門）

一般戦
（住之江ナイター）

一般戦
（桐生ナイター）

募
集 ホームヘルパー

　主に町内の要介護者の方に対
する訪問介護事業を実施してお
り、業務に従事する登録ヘルパ
ーを募集しています。
時　給：身体介護 1,200円
　　　　生活援助 900円
勤務時間等：要相談
問　社会福祉協議会

☎359－2753

暮ら
し 平成29年５月１日から吉田川、竹林川、鳴瀬川の

洪水情報が緊急速報メールで配信されます
　近年、記録的な豪雨による大規模な水害や土砂災害が頻発して
いて、気候変動の影響により、今後はますます洪水の発生頻度が
高まることが予想されています。
　今回こうした災害に備えて、国が管理する吉田川、竹林川、鳴
瀬川で大規模な洪水が発生した場合には、皆さんの携帯電話やス
マートフォンに対して洪水情報の配信を大郷町全域で開始します。
　従来のテレビやラジオ等からの情報のほか、この洪水情報を活
用していただくことにより、住民の皆さんが自ら水害の危険性を
察知し、自主的な避難に役立てていただけると考えています。あ
らかじめ、町民の皆さんにはご承知おきいただきますようお知ら
せします。
配信の開始日：５月１日（月）
配信のエリア：大郷町内全域
　　　　　　　（配信エリア近郊の方にも届くことがあります）
配信する情報：吉田川、竹林川、鳴瀬川において河川氾濫のおそ
　れがある（氾濫危険水位を超えた）情報及び氾濫が発生した情
　報を配信

問　北上川下流河川事務所　☎0225－94－9854

大井ナイター 浦　和船橋
大井ナイター ★ ★

一般戦
（戸田）

一般戦
（江戸川）

一般戦
（多摩川）

一般戦
（下関ナイター）

一般戦
（江戸川）

一般戦
（多摩川）

一般戦（
尼
崎
）
Ｇ１

（宮島）
Ｇ３

（戸田）
Ｇ３

（桐生ナイター）
一般戦

（浜名湖）
一般戦
（浜名湖）

一般戦
（平和島）

Ｇ２
（びわこ）

一般戦
（平和島）

Ｇ３
（津）

一般戦
（桐生ナイター）

Ｇ３
（蒲郡ナイター）

一般戦
（若松ナイター）

一般戦
（浜名湖）

ＳＧ
（福岡）

一般戦
（住之江ナイター）
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よろこび
出 生

氏    名 保護者 行政区

（4月10日までの届出分）
※このコーナーでは戸籍の届け出の際、掲
　載に承諾された方をお知らせしております。

納期をお忘れなく

納税には口座振替が便利です。詳しくはお問い合わせください。 問　税務課　☎359－5505

町 県 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

4月

1期
1期

5月

1期
全期

6月
1期

2期
2期

7月

2期

3期

1期

8月
2期

4期
3期
2期

9月

3期

5期

3期

10月
3期

6期
4期
4期

11月

4期

7期

5期

12月

8期
5期
6期

1月
4期

9期

7期

2月

10期
6期
8期

3月

9期

米澤　佳純ちゃん

小野　玄真くん
伸也さん
雅司さん

鶉　崎
東成田

　かす み

　けんしん

おくやみ
氏    名 年 齢 行政区

71歳
92歳
96歳
89歳
69歳
79歳
78歳
83歳
98歳
89歳

味　明
木ノ崎
丸　山
郷和荘
中粕川
東成田
羽　生
山　崎
不来内
土　橋

渡邊　好子さん
髙橋　三男さん
赤間ひで子さん
山田とよ子さん
櫻井　新悦さん
高橋　嘉子さん
鈴木　良壽さん
高田　　戍さん
阿部かほるさん
奥野さとすさん

生活相談・人権相談
〈日　時〉５月９日（火）・23日（火）
　　　　　午前10時～午後3時
〈場　所〉社会福祉協議会会議室

行 政 相 談
〈日　時〉５月23日（火）
　　　　　午前10時～正午
〈場　所〉社会福祉協議会会議室
〈相談委員〉大塚　昭さん
　　　　　　　☎347－6711

地 区 名 利　用　日

５月の心郷（ふれあいの家）利用日

８日（月）　19日（金）
31日（水）山　崎

羽　生 11日（木）　24日（水）

長　崎・丸　山
土手崎

２日（火）　17日（水）
30日（火）

東成田・中　村
鶉　崎・土　橋 10日（水）　23日（火）

味　明・不来内
川　内 ９日（火）　22日（月）

中粕川 12日（金）　25日（木）

15日（月）　26日（金）石　原・木ノ崎

１日（月）　16日（火）
29日（月）

成田川・上　郷
上　村・上　町
下　町・吉ケ沢
貝柄塚

＊５月18日（木）は休館日です。
＊利用日以外も使用することができます。
　その場合、バスでの送迎はできません。

社会福祉協議会　☎359－2753問

今月の納期限 ： ５月31日（水）

暮ら
し 社会福祉協議会からの

お知らせ
～元気アップ教室
　ひだまり会を開催します！～
対　象：町内在住のおおむね
　　　　60歳以上の方
時　間：午前９時30分～11時
　　　　午後１時30分～３時
内　容：自立体力測定、体操

～スポーツを楽しむ会を
　　　　　　　　開催します～
　皆さんで楽しみながら体を動
かし、ともに楽しい時間を過ご
しませんか！
日　時：５月11日（木）17日（水）
　　　　午前９時～11時30分
場　所：Ｂ＆Ｇ海洋センター
対象者：町内在住のおおむね
　　　　60歳代の方
問　社会福祉協議会

☎359－2753

午前 午後開催日 開催場所

全地区

全地区
味　明
川　内
中　村
鶉　崎
土　橋

全地区

成田川
上　郷
上　村

羽　生
山　崎
不来内
全地区

東成田

長　崎
丸　山

中粕川
石　原
木ノ崎
土手崎
上　町
下　町
吉ヶ沢
江戸沢

５月
16日(火)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

23日(火)

24日(水)

B&G
海洋
センター

大松沢
社会教
育セン
ター

結 婚 
氏    名 行政区

工藤　倫弘さん
千葉　由季さん

味　明
土手崎

阿部　高大さん
大宮　亜希さん

吉ケ沢
大崎市

広告
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8,324人（－33）
4,100人（－16） 4,224人（－17）

2,751世帯（－1）

町の人口〔３月末日現在〕
※外国人の方も含む
（　）内は前月比

ホームページアドレス　http://www.town.miyagi-osato.lg.jp/
E-mail　kikaku@town.miyagi-osato.lg.jp

窓口業務延長日（開設時間は夜７時まで）

町民課・保健福祉課・税務課・地域整備課（上下水道）

５　月

１日（月）・15日（月） ５日（月）・19日（月）

６　月

入園・入学
おめでとう！

　大郷幼稚園・保育園で入園式、大郷小学校・中学校で入学式が挙
行されました。
　今回の入園児・入学生は、幼稚園43名、保育園101名、小学校
69名、中学校62名でした。入園児・入学生は緊張した雰囲気の中、
希望と期待に胸を膨らませ、新しい生活をスタートしました。

入園・入学
おめでとう！

4月10日 大郷小学校4月1日 大郷保育園

4月11日 大郷幼稚園4月10日 大郷中学校

4月10日 大郷小学校4月1日 大郷保育園

4月11日 大郷幼稚園4月10日 大郷中学校

　３月30日、関係者一同が出席し、大郷町児童館
の落成式が挙行されました。
　オープニングセレモニーでは落成を記念し、関
係者と利用者代表の児童によるテープカットが行
われ、式典では、土地協力者の赤間一昭氏（長崎）
に感謝状が贈呈されました。
　また、式典後には内覧会が行われ新たな施設の
活躍に期待が寄せられました。

大郷町児童館落成式大郷町児童館落成式大郷町児童館落成式


